































































































































































確 定ゆ理解している信号 (ア-ソー デス*)
























































2300C:あー 日本人と 日本人しゃべるとき 大阪弁 (OT:大阪弁だ一つと)
巨頭]わたしに わたしと話すとき あの 標準語だいたい 僕‡
2310T:あそかそ-か-③ じゃOCさんにしゃべるときは④





2330T:はやいもんね-(む でも(勤 あの- いっしょに しゃべること
できるといいね-⑩ ‖ocこそう)lみんなと一緒にね⑪
日本人どうLが話しているのもわかるし-⑲i(oc:はい)i







































































④Ⅰ期では ｢ア系｣ 8)のあいづち詞の使用が多い (35.5%)0⑤Ⅲ期で否定のあいづち詞
｢イヤッ｣が初出する｡⑥ ｢ハイ､ソウデス｣｢ウン､ソウ｣のように､一回のあいづちに
2形式が重複して使用された割合は､51.6% (48回)-9.8% (17回)-0.6% (1回)と
しだいに減少する｡
ある中国語を母語とする日本語学習者の言語的あいづち-日本語の習熟度からみた縦断的分析- 101
【表3 使用 された あいづち形式の回数 と割合 (%)】
形式 I Ⅱ Ⅱ
ソウ 14 (15.0)K.1 6(3.5) 6( 3.3)
ソウデス〔+助詞〕.x2 48〔13〕(51.6) 62〔1〕(35.6) 40〔33〕(22.2)
ウン 14 (15.0) 6(3.5) 3( 1.7)
ハイ 8 (8.6) 70(40,2) 95(52.8)
エエ 1(1.1)
ア- 29 (31.2) 4( 2,3) 1( 0.6)
アツ 3 (3.2) 5(2.9) 3( 1.7)
アツ! 1( ll)
オ ! 1( 1.1) 2( 1.1) 1( 0.6)ウ-ン
イヤツ 6( 3.3)
繰り返し 21(22,6) 36(20.7) 26(14.4)











【表 4 使 用 されたあ いづ ち の機 能別回数 と割合 (%)】
機能 Ⅰ Ⅱ Ⅱ
不確定 (聞いているという信号) 8(4.7) 21 (ll.7)
確定 (理解の信号) 1 ( ll) 7 (4.0) 1 (0.6)
確定+態度 肯定 85 (9lA)3 3.2 150 (86.2) 143 (79.4)否感情 2 111 06 7 39



















直前の形式 I Ⅱ Ⅱ
あいづち 53(15.6) 92(17.6) 86(18.6)
終止形 44(12.9) 69(13.2) 56(12.1)
助詞削 -ネ 38(ll.2) 62(ll.8) 56(12.1)
その他の助詞 lOl(29.7) 144(27.5) 139(30.0)
確認要求試2〔ヨネ〕 28〔16〕(8.2) 34(16](6.5) 37〔16〕(8.0)
名詞 32(9.4) 48(9.1) 39(8.4)
フィラー 27(8.0) 39(7.4) 18(3.9)
その他 17(5.0) 36(6.9) 32(6.9)







助詞-ネ 22(23.7) 31(17.8) 24(13.3)
確認要求K.1 〔ヨネ〕 19〔11〕(20.4) 21〔9〕(12.1) 23〔10〕(12.8)
その他の助詞 18(19,4) 51(29.3) 61(33.9)
あいづち 12(12.9) 8(4.6) 14(7.8)



































































｢ソウ系｣とは ｢ソウ｣および ｢ソウデス｣を指し､αは助詞 ｢ヨ｣｢カ｣｢ネ｣｢¢ (何
も付加しない裸の形式)｣のいずれかを示す｡表3から､第 Ⅰ期では ｢ソウ系｣のあいづ
ちの使用が最も多いことがわかる｡会話例 5- 7では､あいづちを⊂ コ で囲み､その
うちソウ系を含むあいづちを
〔会話例 5〕
1060T:あ 焼き鳥のお店｡あー え なにをしますか?
1070C:あ ホールスタッフ たぶん (OT:あ ホールスタッフ) ホールスタッフ
1080T:お客さんに注文きいたり
でも私の日本語は- はなせ- はなせ (OTこうん) はなせ-
(中略)
1130C:も ホールは お客さんは あの- メニューを見て話します



















①あいづち詞としての ｢ソウ｣は自然習得｡初級で ｢A:-ですか ?｣｢B:(はい､)-です｣
という問答文を頻繁に練習することから､非丁寧/丁寧の対立形式として､｢ソウ/ソ
ウデス｣という独自のあいづち形式を導き出した｡ちなみに､4.1.で述べたように､｢ハ



































3160C:東京 東京は 学校の名前は- わたし-よく覚えませんですけども､


















んどである｡OCについてもⅠ･Ⅱ期とⅢ期を比較すると､第 Ⅰ期 :35例 (24.8%)-Ⅱ:






















第 Ⅰ期では ｢ハイ｣の使用は少ない (8.6%)0｢スタイル｣という観点からみると､｢ハイ｣































































に､中国語の ｢咽｣や ｢喝｣は同意や肯定といった態度を示すものではなく､むしろ ｢聞
























































































また､ザ トラウスキー (1993)では ｢あいづち｣の機能を相手の発話や存在､その場の状況や事物の
存在に対する認識の表明である ｢注目表示｣であるとし､その ｢注目表示｣の発話機能をさらに ｢継続･



















8)嚢3の ｢ア系｣のあいづち詞の中で数例の使用がみとめられる ｢アッ｣については､富樫 (2005)で､
日本語の ｢アッ｣が ｢驚き｣の意味で使用される場合､それは ｢新規の情報に焦点が当たったこと自
体に対する驚きであり､その情報をどう処理するかという段階には至っていない｣とし､｢へェ-｣と
の違いを明らかにしている｡また友定 (2005)では､｢アッ｣がヒトに向けて使用される場合､｢驚き｣
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